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アスリートとは何者か～東京オリンピックとメディアから考える～ 

 
日本コミュニケーション学会副学術局長 日高勝之（立命館大学） 

 

今年6月12・13日、日本コミュニケーシ

ョン学会５０周年を記念する年次大会が開催

された。コロナ禍のために１年延期され、初

めてのオンライン大会となったが、大会参加

者数は247名（うち会員141名）で、近年

では最も多くの出席者を記録した。内容的に

も５０周年記念シンポジウムはじめ、節目の

大会に相応しい、晴れやかで厳かな内容になったと思う。年次大会担当の副学術局長として、関係の皆さ

ま全員に厚く御礼申し上げます。 

一方でこの年次大会が開催された６月頃は、コロナの感染者が連日、増加しながら、東京オリンピッ

ク・パラリンピックが迫るという特異な状況下でもあった。メディア、ジャーナリズムの言説や表象を扱

う研究者として、日々の新聞、テレビ、雑誌、SNSなどのメディアの言葉を私は日々チェックしてい

た。世論調査では、東京オリンピック開催の是非について、開催延期や中止を求める否定的な意見の方が

多かった。メディア報道でもコロナ禍の最中での開催の意義を疑問視する論調が目立った。少々驚かされ

たのは、『朝日新聞』が「夏の東京五輪 首相に中止の決断を求める」と題した社説を発表したことであ

る（２０２１年5月２６日）。 

コロナ禍が感染拡大する中でのオリンピックへの開催の是非について多様な意見があることは理解でき

る。しかしながら、こうしたメディア報道の多くに私は違和感を感じた。メディア報道は、世界中からア

スリートや関係者が来日することでのさらなる日本での感染拡大の懸念、市民の感染への恐怖を唱え続け

た。だが一方で、そうしたメディア報道には、アスリートの健康、安全を心配する言葉がみられなかっ

巻 頭 言 
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た。アスリートの健康をいかにして守り、いかに感染させないで無事に競技させられるかという、彼ら/

彼女たちアスリートに対する深い敬意と共感が欠落しているように私には思われたのである。 

アスリートとは果たしていかなる者なのか、オリンピアンとは何者か。それについて、最も奥深い回答

を与えてくれたのは、じつは、他ならぬ五輪開催当事者の橋本聖子さん（東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会組織委員会会長）の言葉であった。以下は、７月３日に掲載された『読売新聞』での橋本さ

んへのインタビューの一部（※抜粋）である。 

 

記者：スポーツは不要不急だ、という批判もある。 

橋本：スポーツそのものが持つ力には、計り知れないものがある。私たちは、どんなに頑張っても、努力

が報われるとは限らない。全く問題なく生きて来たのに、突然震災に遭い、病気になる。コロナ禍もそう

だが、そんな時に問われるのは、自分が巡りあった経験というものを、いかに自分自身に納得をさせ、次

に向かっていくことができるかだ。スポーツというのは実は残酷で、どんなに頑張っても勝てないし、金

メダルがとりたくてもメダルの数は決まっている。私は７度のオリンピックで、やっとメダルを授かっ

た。しかも銅メダルだった。勝者か敗者かにかかわらず、達成したものを誇れるかどうかは、その人が感

じ取る価値による。スポーツで苦しい練習に耐え、何かをつかもうとする努力は、自分の力が及ばないど

うしようもない苦難に直面した人々の心に届き、誰かのためになる可能性がある。 

 

橋本さんの言葉に私は心を揺さぶられた。コロナ禍の困難に直面する世界の人々とオリンピックのアス

リートをつなぐ言葉が、ご本人の実体験に裏付けされて紡ぎ出されているからであろう。私たち日本コミ

ュニケーション学会は、次の５０年に向けて動き始めた。With/Postコロナの困難な時代に、「自分の力

が及ばないどうしようもない苦難に直面した人々の心に届き、誰かのためになる可能性」を探ること、そ

れをコミュニケーション学の立場から行うこと。微力ながらも、そういうことを常に頭のどこかに入れて

おきたいと思う。 
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池田 理知子 （福岡女学院大学 教授） 

かつて「振武寮」という施設が福岡にあ

ったのをご存知だろうか。そこは日本の敗

色が濃厚になったころ、さまざまな理由で

生還した特攻隊員を「再教育」する目的で

軟禁した場所だった。福岡市の南薬院にあ

った福岡女学校（現福岡女学院中学校・高

等学校）の寄宿舎だった建物がその施設に

使われていた。したがって、私の本務校で

ある福岡女学院大学の歴史と深く関わっている。ところが残念なことに、1945年６月19日の福岡大

空襲で女学校の建物の大部分が焼けたため、関係する資料がほとんど残っていない。 

 特攻と聞くと、爆弾を積んだ飛行機で敵艦に突撃して死んでゆく若者の姿を思い浮かべる人が多い

のではないだろうか。これまで数々の特攻映画がつくられ、それらがこうしたイメージの形成に寄与

したことは間違いない。最近の（といってもすでに8年経つが）ヒット作『永遠の0』でも、最後は

主人公が敵空母目がけて零戦で突っ込んでいくシーンで終わっている。こうしたメディアでの表象と

相まって、特攻というと「飛行機」「必死」といったキーワードが浮かんでくる。つまり、私たちが特

攻とはそういうものだと語る、あるいはそうしたメディア表象に抵抗を覚えないといったコミュニケ

ーションが、特攻のステレオタイプなイメージを強化しているのだ。 

 ところが特攻に関する史書をひもとくと、エンジントラブルや天候不順などで徳之島や喜界島とい

った島に不時着したり引き返してきたりした者がかなりいることがわかる。そしてその一部の隊員が

「振武寮」に送られた。そこでは「まさに生き地獄」だったとまで収容者に言わせるほどのひどい扱い

がなされたのである（大貫・渡辺, 2018, p. 234）。 

 「振武寮」があった史実は書物にも残され、1990年代初頭には映画にも描かれている。当時は少な

からず話題になったようだが、あれから30年近く経った現在、「振武寮」は忘れ去られつつある。そ

私にとってコミュニケーション学とは 
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うした記憶の忘却に抗うために必要なのが、コミュニケーションの力ではないだろうか。ステレオタ

イプな特攻のイメージを覆すためにも、異なる見方、オルタナティブなコミュニケーションが求めら

れる。それが「振武寮」の存在を明らかにすることにつながるかもしれないし、「平和」について複眼

的に考える糸口になるかもしれないのだ。 

博士論文で日本におけるセクシュアル・ハラスメントの意味について書いてから 25 年以上たった

今、当時に比べると理不尽な扱いに対して女性が声を上げやすい環境は整いつつある。地道に異議申

し立てをしてきた人やそれを支える人たちがいたからこそ、世の中が少しずつではあるがよい方向に

進んでいるのではないだろうか。研究で得た成果を学生や地域の人たちに還元し議論を深めていくな

かで、社会の動きに気づいてもらうことに多少は貢献できたのではないかと思っている。 

「公害」や「戦争」と、あの当時から「研究対象」は変わってはいるが、コミュニケーションの力で

社会を変えていきたいという思いは今でも持ち続けている。研究を通してさまざまな出会いが生まれ、

それが有機的につながるからこそ社会を変えうるコミュニケーションの力が発揮されるのではないだ

ろうか。コミュニケーション学に関わる研究を実践する魅力はそこにあると信じている。 

 

参考文献：大貫健一郎・渡辺 考（2018）『特攻隊振武寮――帰還兵は地獄を見た』朝日新聞出版  
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日 日 時：2021年6月6日 (日) 13時～16時 
会 場：オンラインでの開催 
 
上記日程・会場において、2021年度第1回理事会が開催された。会長、副会長（2名）、理事21名の出席
により理事会は成立した。 
 

会長挨拶 
 年次大会に向けてご尽力いただき感謝申し上げます。先日、年次大会（オンライン：Zoom）の操作確認を行
いました。みなさまのご尽力で、大会をトラブルなく開催する環境が整ったと思います。よろしくお願いいたし
ます。 
 

審議事項 
 
【１】50周年記念年次大会関連 
1. 学術局 
（１）2022年度年次大会の名称について（小西） 
 2022年度年次大会の名称（開催回数表示）について、「第50回年次大会」とする案と「第51回年次大
会」とする案が示され、審議の結果、「第51回年次大会」に決定した。 
 
（２）年次大会の発表資格について（小西） 
  現在、大会での発表は正会員の権利とされており（会則第8条（2）正会員の権利）、大会の発表募集時に
は「研究発表」と「企画セッション」というカテゴリーを設けて、次のように周知している。 
 

個人発表は会員限定。グループ発表は筆頭者および発表者が会員限定です。非会員の発表希望者は応募時
までに入会手続きを済ませてください。 

 
一方で、この説明では簡単に判断できない事案（例：共同発表において「筆頭者および発表者」は会員だが、

他は非会員）も発生している。今後の募集告知と対応を定めておくために、2つの文案が提示された。いずれも
現行の会則に従って、発表を会員の権利として扱うものである。審議の結果、次の文案が承認された。 
 

〇募集①「研究発表（単著・共著）」：質疑応答を含む３０分程度の、論文発表を前提としたいわゆる研
究発表です。単著発表と共著発表があります。 
〇募集②「企画セッション」：会員相互の研鑽や情報交換を目的とした９０分程度の自由企画です。形式
はパネルディスカッション、ワークショップ、統一テーマの論文発表、模擬講義など。その他の企画案も
可能ですので、学術局にご相談ください。 

2021年度 第1回理事会報告 
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○研究発表（単著）は会員限定。研究発表（共著）は、第一著者および発表者が会員限定です。非会員で
研究発表（単著）希望する方は応募時までに入会手続きを済ませてください。 

 
 また、ワーキンググループを組織して、引き続き発表資格を含めた会員資格（会員の利益と権限）について検
討を進めることとなった。メンバー8名（敬称略：50音順）は次の通り。 
 小西、高永、日高、松島、松本、宮脇、守崎、脇 
 
【２】各局 
1. 事務局 
（１）2020年度決算＆2021年度予算案最終版（宮脇） 
 審議の結果、2020年度決算・2021年度予算案ともにすべて承認された。 
なお、2021年度予算案の審議過程において、50周年記念図書発行費が必要かどうかの確認がなされた。担

当理事である宮原理事から図書発行という企画はなくなったとの説明があり、当該項目は削除されることになっ
た。 
 
（２）若手サポート助成金について（宮脇） 
 事務局から原案が示され、審議の結果、すべて承認された。当該制度の概要は次の通りである。 
  

―名称を「研究者育成支援助成金」に変更する。「若手」とすると年齢的な制限が連想されるためである。 
―支援対象者の定義案 

以下の条件をすべて満たす者 
① 院生もしくは修了（満期退学を含む）後５年以内 
② 応募時点でJCA会員である 
③ 応募時点で無職あるいは非常勤である（１年を超える任期があるものは除く） 

―助成内容 
①  年次大会参加費補助  
②  ジャーナルの抜き刷り無償提供（２０部まで） 

 
（３）支部活動助成金および支部大会助成金について（宮脇） 
 事務局の原案が下記の通り示され、審議の結果、承認された。 
 

―支部活動助成金と支部大会助成金は分けておく（現状維持）。 
―支部大会助成金は３万円まで。 
―支部活動助成金の上限は支部会員数によって異なる（これまでは関東４万５千円、関西４万円）。 
―予算よりも活動費がかからなかった場合、残金は繰越金として支部会計に管理していただく。 
―支部活動助成金を申請する際、繰越金は５万円程度までにしてもらう（繰越金を申請額が上回るのはおか
しい為）。繰越金が多くある支部はその年の助成金申請を見送っていただく（他に財源がある場合はそれ
を明記していただく）。 
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（４）会計代理について（宮脇） 
宮脇副事務局長が出産予定であるため、入院等で業務ができなくなった場合、事務局の野島運営委員に会計代

理をお願いしたい旨の提案があった。審議の結果、承認された。 
 
（５）会則：学生会員・準会員について（松島） 
現行の会則では、学生会員の再申請は「4回まで」、準会員の再申請は「3回まで」となっている。しかし、

在学中の留学などが理由で、この規定に抵触する事例が発生している。そこで、審議の結果、学生会員と準会員
の規定から再申請の回数上限を削除することとなった。あわせて、登録の条件についても一部修正がなされた。 
 

―会則第６条 学生会員の資格に関する規定 
所定の手続きをとることにより、学生会員の資格が与えられる。有効期限は 1 年とし、再申請
のない場合は自動的に一般会員に切り替えることとする。なお、再申請は 4 回までとする。専
任の職を有するものは、学生会員としての登録はできない。 

 
⇒変更案（再申請の回数を削除） 
所定の手続きをとることにより、学生会員の資格が与えられる。有効期限は 1 年とし、再申請
のない場合は自動的に一般会員に切り替えることとする。専任の職あるいは１年を超える任期付
きの職を有するものは、学生会員としての登録はできない。 

 
―会則第６条 準会員の資格に関する規定 

所定の手続きをとることにより、準会員の資格が与えられる。有効期限は 1 年とし、再申請の
ない場合は自動的に一般会員に切り替えることとする。なお、再申請は 3 回までとする。専任
の職を有するものは、準会員としての登録はできない。 

 
⇒変更案（再申請の回数を削除） 
所定の手続きをとることにより、準会員の資格が与えられる。有効期限は 1 年とし、再申請の
ない場合は自動的に一般会員に切り替えることとする。専任の職あるいは１年を超える任期付き
の職を有するものは、準会員としての登録はできない。 

 
（６）新役員の選出について（松島） 
審議の結果、理事会として藤巻監事（2期目）を選出したうえで、総会で承認を得ることとなった。 

また、九州支部の吉武支部長も2期目に入ることが説明され、承認された。 
 

報告事項 
 
【１】第50回記念年次大会関連 
1. 学術局 
（１）2021年度年次大会について（小西） 
今年度年次大会について次のような報告があった。 
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―最終応募件数、発表件数 
・個人発表8件、パネル発表5件の申し込み。すべて発表を許可。 

―基調講演について 
・演題「分断の時代におけるサイエンスブリッジコミュニケーション」 
・当日基調講演時間のみの公開となり、事前公開はなし。 
・リバネスは「リバネスTV」で事後公開を計画。 
―大会後の対応 
・基調講演者、シンポジスト、50周年記念シンポジウムの抄録をジャーナルに掲載する。 

 
（２）2022年度の年次大会について（小西） 
 来年度年次大会について次のような報告があった。 
 

―テーマ：「危機とコミュニケーション」（前回理事会で審議済み） 
  ―形式：オンラインのみ／対面のみ／対面とオンライン並行、いずれの形式になるかは検討中。 
  ―場所：名古屋大学大学院教育発達科学研究科 

―大会実行委員会：高井会長、中部支部会員複数名 
  
２．その他 
―今年度年次大会の参加申込状況と進捗状況について（小山） 
司会者・パネリストに事前資料（司会要領や発表要領、スケジュールなど）をメールで送付したとの報告があ

った。参加申し込みの締め切り後に、参加予定者に向けて事前資料をメール送付予定とのことであった。 
 
【２】各局 
１．事務局 
（１）入退会者および会費納入報告（脇） 
2021年6月3日現在での会員全体数は331 名（一般会員：314 名、学生会員：15 名、準会員：1 名、

購読会員：1社）との報告があった。また、新規入退会者の確認が行われた。 
 
（２）ジャーナル最新号30部増刷について（宮脇） 
例年の会費納入状況に照らして発行部数を300にした（従来から50部減）が、例年より会費納入率が上昇

したことで不足が生じてしまった。そこで、最新号については30部増刷し、次号からは350部に戻すとのこ
とであった。 
 
（３）2020年度支部活動助成金と大会助成金の繰り越しについて（宮脇） 
支部活動助成金および大会助成金について、 コロナの影響で支部大会が開催できなかった（費用がかからな

かった）場合は、支部会計の繰越金として管理するよう説明があった。来年度以降、助成金が不足すれば新規に
申請するようにとのことであった。 
 
（４）支部大会・研究会等でのZoomアカウントについて（宮脇） 
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支部大会や研究会等には本部のZoomプロアカウントを利用するよう説明があった（ログインIDとパスワー
ドは各支部に配布済み）。 
 
（５）支部活動助成金の意義について（宮脇） 
支部大会助成金は、支部活動をJCA全体に還元するために交付されている。支部の活動内容を発信する機会

（年次大会で支部パネルを企画する等）を積極的に設けていただきたい、とのことであった。 
 
（６）今後の会計業務について（宮脇） 
会計担当者が出産予定のため９月から11月は会計処理が遅くなるかもしれないとの報告があった。支部会計

関連の申請はできるだけ早めにお願いしたい、とのことであった。 
 
（７）Zoomアカウントの支払いについて（松島） 
 Zoomアカウント（有料）の支払いについて、松島事務局長（会計担当の前任者）から、現在の会計担当に
引き継ぐとのことであった。また、国際文献社にはこの支払い手続きを委託できないとの説明も付された。 
 
（８）〈お願い・確認〉理事会での支部長欠席時の対応について（松島） 
支部長が理事会を欠席する際は、どなたかに代理出席をお願いするよう改めて確認がなされた。 

 
２．学術局 
（１）『日本コミュニケーション研究』第50巻第１号の審査状況（小西） 
 ジャーナルの審査状況について次のような報告があった。 

・新規投稿5編、再投稿0編 
   →査読を通ったもの１編。著者には通知済み。 

・第49巻第2号への投稿論文の持ち越し1編（修正に時間を要したため） 
 
（２）『日本コミュニケーション研究』第50巻第2号投稿論文募集締め切りについて（小西） 
ジャーナル第50巻第2号の投稿論文募集締め切りを2021 年7 月31 日とし、すでに学会ホームページに

て告知済みとの報告があった。 
 
３．広報局 
（１）ニュースレター127号の発行と128号の予定（今井） 
 ニュースレター127号（2021年5月号）が発行され、次号となる128号は2021年10月に発行予定とな
っているとの報告があった。 
 
（２）ホームページへの掲載情報（宮崎） 
次の情報が学会ホームページに掲載されたとの報告があった（前回理事会以降、9件）。 
・2021年06月01日【年次大会案内】日本コミュニケーション学会第50回記念年次大会の登録を開始し

ます（申込期限：6月7日） 
・2021年05月31日【ニュース】教員公募のお知らせ（神田外語大学） 
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・2021年05月28日【ニュース】「ＮＨＫ番組アーカイブス学術利用トライアル」2021年度後期募集の
お知らせ 

・2021年05月24日【年次大会案内】日本コミュニケーション学会第50回記念年次大会の登録を開始し
ます 

・2021年05月18日【ニュース】教員公募のお知らせ（大東文化大学） 
・2021年05月17日【ニュース】ニュースレター127号を発行しました 
・2021年05月14日【ニュース】教員公募のお知らせ（昭和女子大学） 
・2021年04月19日【ニュース】「2022年度フルブライト奨学金」募集開始のお知らせ（～5月31

日） 
・2021年04月13日【ニュース】電気通信普及財団 2021年度5月期の助成・援助に関する公募情報に

関して 
 
（３）メーリングリスト／Twitterでの情報発信（松本） 
・ホームページ掲載情報のうち、会員向けに共有すべきものに関してはメーリングリストにて配信をおこなっ

ている（前回理事会以後11件）。 
・ホームページ掲載情報、およびそれ以外の情報（会員の新刊情報等）を含め、学会公式Twitterを通じて発

信をおこなっている（前回理事会以後5件）。 
 
（４）旧サーバーからのホームページ移行状況について（松本） 
前回理事会後、支部長にメールで周知（6月2日付）し、2021年8月10日までに回答するよう依頼したと

のことであった。 
 
（５）メーリングリスト配信システムへのメール登録(マイページでの会員情報更新）のお願い（松本） 
全会員向けメーリングリストにおいていまだ40数件のエラーが発生しており、総会でも改めて周知を図ると

のことであった。 
 
（６）理事会の新メーリングリスト配信システムについて（松本） 
 これまで使用していた理事向けのメーリングリストは旧サーバーを利用しているため、ホームページの新サー
バー移行にあわせて、移行作業が必要との報告があった。 
 
【３】各支部報告 
各支部報告を参照。 
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日 時：2021年6月12日 (土) 14時30分～15時20分 
会 場：オンラインでの開催 
 
1. 開会の辞・会長挨拶 
司会の松島事務局長より開会が宣言された。続けて、議事進行に先立って録音・撮影の禁止などの注意事項

が伝えられ、参加者によるテスト投票（投票機能の試行）が行われた。 
高井会長より挨拶があった。まず、2021年度年次大会は、50周年記念大会であることに加えて、本学会初

のオンライン開催という意味でも特別なものとなった旨の話があった。例年以上に参加者が多く盛況であること
に触れ、開催準備に携わった方々への御礼が述べられた。最後に、基調講演の内容などが紹介され、講演者・シ
ンポジウム登壇者・発表者にも謝意が示された。 
 
2. 議長・書記選出 
横溝彰彦先生が議長に推薦され、承認された。 
まず横溝議長より、会則38条では「会員現在数の5分の1以上の出席」が議決の条件であることが確認さ

れた。それに基づき、現時点における会員数332名の内、総会出席者51名、委任状92通の合計143名 (会
員数332÷5＝66.4名) で、総会が成立したことが確認された。また、脇副事務局長の書記就任が承認された。 
 
3. 役員人事案について 
高井会長より、資料にもとづいて、理事会にて選出され会長が承認した2021年度の役員人事が発表され

た。今回の改選は、以下の通りである（敬称略）。 
 
理事（九州支部長：吉武正樹） 

 
続いて、監事2名のうち1名が改選を迎えたため、理事会にて選出された監事（藤巻光浩）が、投票によっ

て承認された。 
 
4. 2020年度事業報告・2021年度事業計画について 
高井会長より、資料に基づいて2020年度事業報告（下記項目）があり、投票によってすべて承認された。 

・第50回年次大会の延期 
・ジャーナルの発行 

    ・支部大会の開催（東北・中部・関西・中四国・九州） 
    ・ニュースレターの発行（124号・125号・126号） 

 ・理事会の開催 
 
引き続き、高井会長より、2021年度事業計画（下記項目）が説明され、承認された。 

    ・第50回年次大会（50周年記念大会）のオンライン開催について 

2021年度総会報告 
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    ・ジャーナル（第50巻1号と2号）の発行 
    ・支部大会の開催 
    ・ニュースレター（127号、128号、129号）の発行 

・理事会の開催 
 
5. 事務局からの報告・審議事項 
① 2021年度の業務委託契約について（報告事項） 
松島事務局長から、資料に基づいて、2021年度も引き続き国際文献社と業務委託契約を行った旨の報告があ

った。算定基準書の金額は1,188,950円であり、例年と変わりない額であるとの説明がされた。また、年次大
会業務委託費については、年次大会がオンライン開催となったために発生しないとのことであった。なお、年次
大会関係費としてZoomの契約料やアルバイト料が発生しているが、これらは国際文献社に対する支払いが発
生しないものであるとの説明があった。 
 
② 2020年度決算報告・2021年度予算審議 
宮脇副事務局長から、資料に基づき、2020年度決算報告がなされた。なお、下記項目は予算からの大きな変

更点として口頭説明がされたものである。 
 

―収入の部 
・学会としての主な収入源は年会費と年次大会参加費だが、年次大会の延期によって大会関係の収入が
なかった。 

 
―支出の部 
・年次大会が延期となったために、年次大会関係費が発生しなかった。 
・会議費のうち理事会開催費（22,110円）については、理事会をオンラインで開催するためのZoom
アカウント購入によるものである。 

・支部大会助成金および支部活動助成金が、予算よりも少ない支出となった。これは支部からの申請が
少なかったためである。 

・2020年度は、2019年度よりも約1,300,000円の支出減となった。これは年次大会の延期によるも
のであり、収支としては黒字会計となった。 

 
―監査報告 
川内監事より、藤巻監事とともに厳正な監査を行った結果、適正な会計処理が行われていた旨の報告もあ
った。 

 
以上のことについて、投票によってすべて承認された。 
引き続き2021年度予算について、資料に基づき、宮脇副事務局長より説明があった。なお、下記項目は

2020年度からの大きな変更点として口頭説明がされたものである。 
 

―収入の部 
・2020年度実績（特に会員数の減少）を踏まえた保守的な見積もりとした。 
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・年次大会関係費は、2021年度年次大会がオンライン開催（参加費無料）となったために0円であ
る。 

 
―支出の部 
・例年、年次大会に関する業務の一部は国際文献社に外部委託されているが、2021年度年次大会がオ
ンライン開催となるにあたり、理事のなかから選出された運営委員によって大会業務が遂行された。
このため、年次大会での収入はなかったものの、経費がかなり抑えられた。発生した経費としては、
講師謝礼やアルバイト料、Zoomアカウントのアップグレード費など、約120,000円であった。外
部委託時と比べると約150,000円の減額となった。 

・予備費（その他）において、「研究者育成支援金」（40,000円）を計上している。大学院生や、修了
（満期退学を含む）後5年以内で無職もしくは非常勤講師（1年契約）の方を対象としたものである。
支援内容については、大会参加費の減額やジャーナル掲載時の抜き刷り無償提供などを検討している。 

 
以上のことについて、投票によってすべて承認された。 
 
6. 学術局報告 
小西学術局長より、2020年度学会賞・奨励賞の報告があった。なお、延期となった2019年度の授与式もあわ
せて行われた。 
 
  ―2019年度 

書籍の部（学会賞）：清宮徹先生（西南学院大学）, 『組織ディスコースとコミュニケーション：組織と
経営の新しいアジェンダを求めて』（同文館出版, 2019年） 

論文の部（学会賞）：田島慎朗先生（神田外語大学）, 「Civility概念の意義：現代日本の社会運動を考え
るにあたって」（『日本コミュニケーション研究』第48巻第2号掲載） 

論文の部（奨励賞）：宮本淳子先生（常葉大学短期大学部）・増田靖先生（光産業創成大学院大学）, 
「イノベーション創出を促進する『対話』型コミュニケーションの特徴：新技術開
発現場における『語り』に関する事例研究」（『日本コミュニケーション研究』第
48巻第1号掲載） 

   ―2020年度 
論文の部（学会賞）：森泉哲先生（南山大学）, “Who Seeks Social Support from Whom?: 

Considering Impacts of National and Familial Cultures from Socio-
Ecological Perspectives.”（『日本コミュニケーション研究』第49巻第2号掲
載） 

 
 続いて、延期となっていた感謝状の贈呈式が行われた。高井会長より、第49回年次大会実行委員長であった
松本健太郎先生（二松學舍大学）に感謝状が贈呈された。 
 
7. 広報局報告 
松本広報局長より、①ニュースレターの発行、②ホームページによる情報掲載、③メーリングリストによる情

報提供、④Twitterによる情報提供、について報告があった。なかでも、会員メーリングリストについては宛先
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不明によるエラーが発生しており、改めて「マイページ」での登録情報更新の周知・要請がなされた。また、学
会Twitter（@jca_1971）にて年次大会の情報掲載や会員の近著紹介など、積極的な情報発信を行っていると
の報告があった。 
 
8. その他 
高井会長より、第51回年次大会（2022年度年次大会）について報告があった。「危機とコミュニケーショ

ン」を大会テーマとして、名古屋大学にて開催予定とのことであった。開催方法・形態については、COVID-19
をめぐる状況が不透明なこともあり、現在のところオンライン開催を予定しているとの説明がされた。 
 
９. 閉会の辞 
横溝議長より議事の終了が宣言されたのち、松島事務局長から参加者への御礼と総会の終了が宣言され散会と

なった。 
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ジャーナルに関するお知らせ 

 
現在第50巻第２号の発行に向けて準備中です。また、第51巻第１号への投稿論文を募集中です。締め切りは
2022年1月末日です。 
今回は投稿規程に1点大きな変更があります。これまで『日本コミュニケーション研究』では特段の投稿資格

を設けていなかったのですが、今回から投稿規程の第3条に投稿資格が明記されることになりました。 
 

『日本コミュニケーション研究』投稿規程 
第3条 (投稿資格) 
単著の投稿は学会員に限る。著者が複数の場合は筆頭著者が学会員であり、全著者の半数以上が学会員であるこ
と。但し編集委員会が認めた招待執筆者及び学生会員が筆頭著者の場合はその限りではない。なお、会員である
著者は投稿する年度の分まで含めてすべての年度の年会費を払っていなければ投稿できない。 
 
投稿そのものはこれまで同様、ジャーナル専用アドレス宛て（編集委員長にもcc）にメール添付でお送り下さ
い。投稿を締め切ってから事務的に会員資格や年会費の納入状況などを確認した上で、投稿受理の可否をご連絡
致します。 
また、利益相反に関する規定も追加されました。（第3条を追加したことに伴い、条文の番号は以下順次繰り

下がっています。） 
 

『日本コミュニケーション研究』投稿規程 
第6条 (投稿手続き) 
3)人·ヒトを対象とする研究を発表する場合は、筆頭著者の所属機関の倫理審査を経ている旨を論文に添える別
紙(上記2 参照)の中に明記するか、本文中に記す。筆頭著者の所属機関に倫理審査を行う部署がない場合は、
研究協力者からの同意を文書で得た上で、別紙又は本文の中にその旨を明記すること。また、調査者と研究協
力者の間、並びに論文執筆者と研究支援機関との間に利益相反がないこと、研究協力者の人権に十分配慮した
研究であることを、別紙又は本文の中に明記すること。利益相反がある場合は必ず本文中に明記すること。 

 
更に、執筆要領にも1点変更があります。 

 
 
 
 

学術局からのお知らせ 
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『日本コミュニケーション研究』執筆要領 
第４条 （書式上の注意） 
５）その他、図や表の表記法、引用の仕方、及び、参考文献一覧の作成方法等の書式の細部については、最新の

MLAスタイル又はAPAスタイルに従うこと。但し見出しについては全てポイントシステム（例：1. はじめ
に／1.1. 研究の目的／1.1.1. ・・・ など）で統一すること。 

 
その他の細かい点でも改定が行われていますので、この機会に今一度投稿規程と執筆要領をご確認頂けますよ
う、お願い申し上げます。また、今後暫くの間、継続的に投稿規程と執筆要領を整備していく予定です。今後も
必要に応じて改定していきますので、投稿される際には是非ウェブサイトで最新版をご確認下さい
（http://jca1971.com/journals）。 
投稿の際には、ワード等で作成された電子ファイルを添付ファイルとして指定メールアドレスに送付してくだ

さい。投稿論文送付の際には、（1）「論文」、（2）「シノプシス」、（3）「ファイル作成に使用した機種を
加えた著者情報」、の3つのファイルを添付してください。 
投稿される際には、ジャーナル専用アドレスに加え、編集委員長のメールアドレスにも「CC:」にて送付をお

願い致します。メールアドレスは以下の通りです。 
 

To: journal[＠を入れる]caj1971.com 
CC: ohashiri[＠を入れる]ouj.ac.jp 

 
上述したメール投稿で、受領の返信がない等の不具合、また、ジャーナル投稿に関するその他のお問い合わせ

は、ジャーナル担当の大橋（ohashiri@ouj.ac.jp）までご連絡ください。可及的速やかに対応致します。 
皆様の投稿をお待ち申し上げ上おります。 

(副学術局長:ジャーナル担当 大橋理枝) 
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２０２２年に開催される第５１回年次大会の発表論文・企画セッションを募集いたします。以下をご
参照のうえ、ふるってご応募ください。 
 

【大会開催要項】 
〇日程 ２０２２年６月４日（土）・５日（日） 
〇場所（予定） 名古屋大学（中部支部開催） 
〇テーマ 「危機とコミュニケーション」 
 

【募集内容】 
〇応募締切 ２０２２年２月１日 
 
〇申し込み方法 メールにて申し込み。添付書類として、プログラム掲載用要旨（「要旨」）、プロシーディン
グス用原稿（「原稿」）を送付する。 
 
〇応募・問合先 副学術局長 日高勝之(大会担当、立命館大学) 
MAIL: k-hidaka[@を入れる]wa2.so-net.ne.jp 
 
〇募集①「研究発表」：質疑応答を含む３０分程度の、論文発表を前提とした研究発表 
 
〇募集②「企画セッション」：会員相互の研鑽や情報交換を目的とした９０―１２０分程度の自由企画。形式は
パネルディスカッション、ワークショップ、統一テーマの論文発表、模擬講義など。その他の企画案も可能で、
学術局にご相談のこと。 
 
〇応募資格 
「研究発表」： 
1. 単独発表の場合はJCA正会員であること。 
2. 共同発表の場合、筆頭著者がJCA正会員であること。 
2.a. 筆頭著者が正会員（一般会員）である場合、著者の半数以上が学会員であること。 
2.b. 筆頭著者が正会員（学生会員）である場合は2.a.の条件は当てはまらない。 
3. 共同発表の場合には、筆頭著者が当日の口頭発表代表であること。 
3.a. 筆頭著者が正会員（一般会員）である場合、口頭発表者の半数以上が学会員であること。 
3.b. 筆頭著者が正会員（学生会員）である場合は3.a.の条件は当てはまらない。 
4. 研究発表を行うJCA正会員は申込時に2021年度までの会費を納入していること。 
 
「企画セッション」： 
司会がJCA正会員であること。JCA会員以外が参加する場合は、応募の際に参加者としてふさわしい理由と参
加の正当性を明記すること。JCA会員は申込時に2021年度までの会費を納入していること。 
 
 
 

第５１回年次大会 発表論文・企画セッション募集 



Japan Communication Association                           Newsletter 128 (November, 2021) 

 18 

〇応募方法 
①発表・企画申し込み 
※メール件名に「JCA 大会申込」と記す。 
※メール本文に「研究発表/企画セッションの別、演題/企画名、参加者全員の氏名・所属」を記す。 
※共著研究発表の場合、参加者それぞれがJCA会員であるか、当日発表をするのが誰かをメール本文に明記す
る。 
※申込時に、プログラム掲載用要旨（「要旨」）とプロシーディングス掲載用原稿（「原稿」）を添付書類にて
送付する。 
※添付書類のファイル形式はワード形式（拡張子 .docx）またはリッチテキスト形式（拡張子 .rtf)とする。ワ
ード形式のひな形は和文・英文ともに学会HPに掲載予定。 
※ファイル名は「要旨」を「（第一）著者姓名_abstract.docx」または「（第一）著者姓名_abstract.rtf」、
「原稿」を「（第一）著者姓名_proceedings.docx」または「（第一）著者姓名_proceedings.rtf」とする。 
 
②「要旨」について 
※「要旨」の執筆言語は日本語もしくは英語とし、発表時の言語と統一する。 
※「要旨」には演題名、発表者氏名・所属を入れる。 
※本文字数は和文８００字以内、英文３００語以内とする。 
 
②「原稿」について 
※「原稿」の執筆言語は日本語もしくは英語とし、発表時の言語と統一する。 
※「原稿」には演題名、発表者氏名・所属を入れる。 
※字数は和文３０００字以内、英文１０００語以内とする（いずれも文末注、参考文献、図・表含む）。Ａ４版
縦置・横書で見開き２頁に収まる分量を目安にする。 
 
〇発表・企画の採否について 
 
締め切り後、学術局で検討し、採否をできるだけ速やかに回答する。 
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学会賞（書籍部門）応募について 

 
・ 対象：本学会正会員によるオリジナルの著作のうち、過去5年間に応募していないもの。共著・分担執筆作

品は、全執筆者がJCA会員でなくともよいが、著作へのJCA会員の貢献が顕著と認められるもの 
・ 締め切り：2021年12月31日(消印有効) 
・ 応募資格：JCA正会員(2021年度までの会費を納入していること) 
・ 応募方法：審査用の著書3冊、および100 字程度の著作概略および著者の名前・連絡先情報（著書の返却

はなし） 
・ 応募数量：会員一人一冊(自薦、他薦問わず) 
・ 問い合わせ先：下記2名に同報送信 

学術局長 小西卓三 tkonishi[@を入れる]swu.ac.jp 
副学術局長 大橋理枝 ohashiri[@を入れる]ouj.ac.jp 

・ 審査書類一式提出先：学術局長 小西卓三 
住所：〒154-8533 東京都世田谷区太子堂 1-7-57 
昭和女子大学 英語コミュニケーション学科 
電話：03-3411-5403 
ファックス：03-3411-6404 
E-mail: tkonishi[@を入れる]swu.ac.jp  
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事務局からのご報告とお願い 
 
1. 2021年度JCA総会が 6月12日（土）にオンライン形式で開催されました。会員の皆様にはオンライ

ン開催にご協力いただき、心より御礼申し上げます。 
 
2. 会費納入のお願い 

年会費の振込用紙を4月下旬にお送りしました。未納の方はお早めにお振込みくださいますようお願い
申し上げます。 

 
3. 学生会員・準会員登録申請締め切り  

大学院生対象の学生会員、学部生対象の準会員としての登録は7月末日をもって締め切りました。前年
度学生 会員または準会員であった方で、新たに登録をされなかった方は自動的に一般会員に切り替え
ますのでご了承ください。なお、すでに今年度の学生会員または準会員の会費を振り込み済みで登録
をされなかった方には差額を請求させていただきます。 

 
4. マイページの利用開始について 

2019年12月から「マイページ」（会員情報管理システム）が利用できるようになっています。マイ
ページでは「会費納入状況の確認」「会員情報の検索」「会員情報の変更・確認」などができます。
新しいHPの右上のバナーからログインできますので、できるだけ早い時期にアクセスしていただい
て、記載内容の確認・登録・更新をお願いいたします。マイページへのアクセスに必要なIDとパスワ
ードは、年会費の請求書と一緒にお送りしております。「お振り込みに関するご注意」の欄に〈マイ
ページのご案内〉がありますのでご覧ください。もしこの用紙を紛失なさった場合には、日本コミュ
ニケーション学会事務局（以下「学会事務局」とする）までお問い合わせください。 
問い合わせ先： 日本コミュニケーション学会事務局 

jcom-post[＠を入れる]bunken.co.jp 
 
5. 住所等変更届のお願い 

住所や所属が変更になった場合には次のいずれかの方法で手続きをしてください。 
（1）日本コミュニケーション学会HPにある「マイページ」にアクセスし「会員情報の変更」を選択し
て必要事項を更新してください。メールアドレスの更新も「会員情報の変更」内で行うことができま
す。 
(2）学会事務局までメール、郵送、ファックスのいずれかでご連絡ください。 

 
6. ジャーナルバックナンバー、記念図書の購入申込みと閲覧・複写申込み 

これまで発行されたジャーナルバックナンバーなど学会発刊物を購入されたい場合は、学会事務局に
お問い合わせください。また、科学技術情報発信・流通総合システムJ-STAGE

事務局報告 
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（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/）あるいは国立情報学研究所の論文情報ナビゲー
タCiNii（http://ci.nii.ac.jp/）にも論文が掲載されており、閲覧・印刷することができますので、こち
らも是非ご利用ください。同サービスを利用せずに複写をご希望の場合は、学会事務局までお問い合
わせください。 

 
7. 新規会員の手続き 

JCAでは新しい会員を随時受け付けています。次頁のような流れで、新規会員の手続きを行います。
ご不明な点がありましたら、学会事務局までご連絡ください。 
皆様のご協力をお願い申し上げます。 
 

【会員申込から会員登録完了までの流れ】 
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１．新刊情報提供のお願い 

広報局としては、会員の皆様の新刊情報を学会公式Twitter(@jca_1971)およびMLで発信・配信してい
きたいと考えております。自薦、他薦を問わず、新刊のご著書に関する情報をお寄せいただきたく、お願
い申し上げます。ぜひ、ご検討ください。 
※学会ホームページに記載されている「基本方針」に合致しないものに関しては、学会公式Twitter等で
の発信をお断りする場合がございます。ご了承下さい。 
 

http://jca1971.com/keynote 
 
２．広報局からのお知らせ 

① 広報局ではMLをもちいて、学会HPにおける掲載情報を中心に会員の皆様あての情報配信をおこなっ
ております。それらが届いているかをご確認いただいたうえで、もし不達の場合には、JCAニュースレ
ター今号28ページのご案内をご参照いただき、マイページへの登録手続き／メールアドレスの更新を
お願いいたします。 

② 広報局では各支部や各研究会の情報、他学会や教員公募などの情報も、ホームページにアップロードし
ていきたいと考えております。ぜひ、情報をお寄せください。 

③ 皆様からも、国内だけでなく、海外の学会を含めて関連する講演会や研究会があれば情報として広報局
までご一報下さい。ホームページにアップロードしたいと思います。 

④ ホームページ（http://jca1971.com/）は、適宜更新しております。ご意見やご質問を頂ければ幸甚
です。 

⑤ JCA公式Twitter(@jca_1971)も適宜更新しております。是非フォローをお願いいたします。 

 
３．支部ホームページの新サーバーへの移行計画について    

現在のところ支部ホームページは、そのすべてが旧サーバー上で稼働しております。学会の新ホームペー
ジが新サーバー上で稼働し始めていることから、支部ホームページに関しましても今年度中を目途に、新
サーバーへの移設作業を進めたいと考えております。関係する方々にご協力いただくことになると思いま
すが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 
 

（広報局長 松本健太郎） 
 
 
 
 
 
 

広報局便り 
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日本コミュニケーション学会では、ニュースレターへの会員の皆様のご寄稿を募集しております。 
以下の要領で奮ってご寄稿ください。宛先：今井達也 (imatatsu.jca[＠を入れる]gmail.com) 

 
① 著書紹介 

会員の皆様の著書を紹介するコーナーです。自薦、他薦を問わず、会員の皆様の著書をご紹介ください。 
和文・英文で１枚程度（A4）の原稿を受け付けております。 

② コラム：コミュニケーション教育 
コミュニケーション教育に関する実践報告、事例紹介、展望、論考、その他のエッセイを受け付けていま
す。 
和文・英文で１枚程度（A4）の原稿を受け付けております。 

③ 書評  
コミュニケーションおよび関連領域の著書に関する書評を受け付けております。 
和文・英文で１枚程度（A4）の原稿を受け付けております。 

④ NL表紙の写真  
ニュースレターの表紙を飾る写真を募集しております。本学会のNL表紙に相応しい写真がございまし
たら是非お寄せください。（写真は、会員の皆様ご自身でお撮りになったもの、または版権をお持ちの
写真に限ります。また、写真内容が法令に触れないようご配慮ください。） 
 

  

JCAニュースレターへのご寄稿のお願い 
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（支部長 佐々木智之） 

コロナウイルス禍により活動が滞りましたが、8
月25日18：00からオンラインによる役員会を
開催して今後の支部活動をどのように展開してい
くかを話し合う機会を設けました。主に遠隔授業
の実践について意見交流がなされ、その中から以
下の支部活動が具体化しました。 
 
１．タイトル 
2021年度支部研究会 
２．開催日 
   2021年12月4日（土） 13:00-15:30 
３．形式 
   完全ZOOM オンライン 
テーマに沿った話題提供とオンライン討議、およ
び参加人数によりブレークアウトルームによるオ
ンライン分科会討議を行います。 
４．テーマ 
   「グループワークは有効か」 
 
役員会では、上記のテーマに至るまでに様々な

視点からの発言がありました。 
・オンラインの講義でグループワークをすること

について、勤務校で学生の声を吸い上げたら真
面目な学生から「フリーライダーに迷惑してい
る」という否定的な反応があった。 

・国立大学薬学部で6人程度のブレイクアウトセ
ッションを行った。非常に高いモチベーション
のある学生たちで英語のプレゼンテーションが
できた。 

・（オンラインの講義では）コンテンツが勝負と
いう部分が大きい。 

 ・大学はどうあるべきかを語り合う機会を与え
られているのではないか。 

 ・コミュニケーションの断絶が起こっている。
学生の生の声が聴きたい。 

  
意見交流の後半で、研究会のあり方も変わるべ

きではないかと率直な発言があり、このような
「語り合う場」をたとえば2か月に１回やってみ
てはどうか、オンラインたまり場、ZOOMお茶会
などとアイデアがふつふつと湧いてきました。今
回は従来の口頭による研究発表ではなく、参加者
が日々の実践から感じていることを交流すること
で何かが動き出すのではないかと期待していま
す。 
             
 

 
 

（支部長 関 久美子） 
東北支部では第22回東北支部研究大会を、一昨
年、昨年に引き続き、大学英語教育学会(JACET)
東北支部と合同で11月13日（土）に開催いた
します。今年度も新型コロナウイルスの影響によ
り、Zoom会議室システムを用いたオンラインで
の開催を予定しております。一般参加ご希望の方 
は「氏名・所属」をメールにて kseki［＠を入れ
る］n-seiryo.ac.jp（関）までお送りください。追
って大会のプログラムとZoom参加のための情報
をお送りいたします。またプログラムができ次
第、東北支部ブログ
（http://tohokucaj.jugem.jp/）でもご案内いた
します。こちらのブログでは東北支部の活動につ
いてご紹介しておりますので、お時間ある時にぜ
ひご覧ください。 
 2022年2月ないしは3月に2021年度の支部
定例研究会を予定しております。こちらも新型コ

支部ニュース 
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ロナウイルス感染拡大の影響を注視しながら、そ
の開催方法を検討してく予定でおります。 

 
 
 

 
（支部長 森泉 哲） 

これまで支部研究会を夏季に開催しておりました
が、対面で開催できないかを模索したり、日ごろ
の雑務に追われたりなどしているうちにすっかり
秋になってしまいました。秋は食欲の秋、読書の
秋などと言われるように、私たちに実りを与えて
くれる時期でもあり、研究者にとっては、学会も
目白押しで、研究の秋ともいえるかもしれませ
ん。 
そんなお忙しい先生方に、平日でも気軽に参加

していただけるように今回は研究会を平日の夕方
に開催することにいたしましたので、ぜひご参加
ください。 
 
１．イブニング研究会の開催 
 
日時：2021年11月5日（金）17：00～18：
00 
 
開催方式：オンライン（Zoom） 
 
発表者：友池梨紗先生（愛知淑徳大学） 
 
タイトル：日本的恋愛コミュニケーション研究の
発展に向けて 
 
その他： 
・参加を希望される方は、メールにて森泉
（moriizum[@を入れる]nanzan-u.ac.jp）まで
ご連絡ください。追ってZoom接続先情報をご
連絡いたします。 

・研究会後半20分質疑応答の時間にあてる予定
です。できるだけカメラオンでご参加くださ
い。 

２．ニュースレターの発行 
 支部編集委員の宮崎新先生・佐藤良子先生のご
尽力により、支部ニュースレター11号を発刊いた
しました。2020年度支部研究会および支部大会
の報告ならびに書評など盛りだくさんで充実した
内容になっておりますので、ぜひご一読くださ
い。 
http://www.caj1971.com/~chubu/pdf_2021_nl_11_10_1.pdf 

 
 
 
 

（支部長 小山 哲春） 
関西支部では、2021年度関西支部大会を11月
13日（土）にオンライン（Zoom）で開催いたし
ます。 
 
【日時】 
11月13日（土曜） 13:00～17:00 

 
【テーマ】 
「コロナの時代における他者への共感」 
 
【プログラム】 
 13:00-13:20 支部総会（支部会員のみ） 
 13:30-14:30 講演 
 14:40-15:40 質疑応答・ディスカッション 
 15:50-17:00 パネルディスカッション 
  17:30 ‒ オンライン懇親会  
 
【講演者】 

塙 幸枝（ばん ゆきえ）先生（成城大学） 
【講演タイトル】 
「障害者表象をめぐる共感的視聴の（不）可能
性――障害者と笑いの関係から探る」 

 
【パネルディスカッション】 
「コロナの時代における他者への共感」 

   日高勝之（立命館大学） 
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  守崎誠一（関西大学） 
  小山哲春（京都ノートルダム女子大学） 
 
【大会参加申し込み方法】 

参加申し込み・Zoom接続情報の取得は、以
下のフォームよりお願いたします。 

 
 https://forms.gle/LatsA9t5mjssdVgy6 
 

大会後、オンライン懇親会も予定しております
（ただし、飲み物・食べ物はご自身でご準備くだ
さい！！）。皆さまのご参加をお待ちしておりま
す。 
 
 
 

（支部長 谷口直隆） 
第 24回支部大会についてのお知らせ 
 
中国四国支部では、10月24日(日)に支部大会

を開催することにしておりましたが、諸般の事情
により延期することとなりました。 
つきましては、形式、テーマはそのままで、別

日程で開催いたします。日程につきましては、年
度内での開催を予定しておりますが、支部内で協
議し、決定次第、メーリングリストを使ってご連
絡いたします。ご発表・ご参加を検討いただけま
すと幸いです。 
ご質問などございましたら、支部長(広島修道大

学 谷口：ntaniguc@alpha.shudo-u.ac.jp)までご
連絡ください。 
 
中国四国支部 第24回支部大会 
形式：オンライン(Zoom)  参加費：無料 
全体テーマ：コミュニケーションとオンライン 
 2019年末からのコロナ禍の影響はまだ収束を
見ませんが、この影響もあってオンラインでのコ
ミュニケーションに大きな注目が集まるようにな
りました。しかし、オンラインのコミュニケーシ
ョンは2019年以前にすでに広がっており、特に

若年層の間では不可欠と言っても過言ではないコ
ミュニケーション環境及びツールとなっていま
す。そして、その環境やツールはコミュニケーシ
ョンの内実や様相はもとより、コミュニティ形成
の方法やコミュニティのあり方そのものにも影響
を与えているように見えます。 
 本大会では「コミュニケーションとオンライ
ン」について多様な実態についての報告や、それ
について複数の視点からの考察が行えればと考え
ています。自由研究発表の形で行いますので、奮
ってお申し込みください。 
 
 

  
（支部長 吉武 正樹） 

急いでお申込みを！ 
何の申し込み？とお思いでしょう。第28回九

州支部大会のことです！大会参加申し込み締め切
りが、11月3日と迫っています。九州支部HP
（以下「支部HP」）にてGoogle Formsで受け
付け中です。今年度もZoomによるオンライン開
催ですので、極端な話、ブラジル旅行中にホテル
からでも参加できますし、つい寝坊して開始15
分前に起床しても、十分開会式に間に合います
よ！（最悪、パジャマでも画面OFFならごまかせ
ます。） 
大会日は11月6日（土）で、大会テーマは

「コロナ禍での教育」です。現在、大会実行委員
長の平野順也先生（熊本大学）と事務局長の横溝
彰彦先生（久留米工業高等専門学校）を中心に、
着実に進めていただいています。 
本稿を書いている現在はまだ研究発表やパネル

企画の募集中ですので、開始時間やプログラムの
詳細は未定です。決まりましたら、順を追って支
部HPに更新します。時々、チェックしてみてく
ださい。多くの方のご参加、お待ちしています。 
次に、九州支部の二本柱のもう一つである支部

紀要『九州コミュニケーション研究』ですが、第
19号が11月末に支部HPにて公開予定です（通
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常は9月末発行ですが、第27回支部大会が年度
末にずれ込んだため、論文応募締め切りと発行時
期を遅らせました）。第19号には、３本の研究
論文が掲載されます。現在、紀要担当の塙幸枝先
生（成城大学）と青柳達也先生（佐賀女子短期大
学）に最終作業をしていただいているところで
す。Coming soon! どうぞお楽しみに。 
最後に、2021年7月に九州支部ニューズレタ

ー37号が発行されました（NL担当者が決まって
いなかったので、事務局長の横溝先生が代行で作
業してくださいました）。こちらも支部HPから
閲覧可能ですので、ぜひのぞいてみてください。 
長々と書きましたが、実は、以上３つの情報は

すべて支部HPの「活動紹介・報告」に収められ
ていることに今気づきました（図参照）。偶然に
も九州支部の報告はNLのメインテキストの最後
ですし、今井先生の編集後記を読まれた後は、そ
のまま九州支部HPに直行してみてください！ 
 
http://www.caj1971.com/~kyushu/ 
 

注）支部HPの新サーバー移行後はURLが変わ
ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
連絡先 

〒162-0801 
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 

日本コミュニケーション学会事務局 
Tel: 03-6824-9372 
Fax: 03-5227-8631 

jcom-post[@を入れる]bunken.co.jp 
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マイページ登録のお願い 
 

日本コミュニケーション学会 広報局 

1.  マイページの利用開始について 

マイページでは「会費納入状況の確認」「会員情報の検索」「会員情報の変更・確認」などがで
きます。新しい HP の右上のバナーからログインできますので、できるだけ早い時期にアクセス
していただいて、記載内容の確認・登録・更新をお願いいたします。マイページへのアクセスに必
要な IDとパスワードは、年会費の請求書と一緒にお送りしております。「お振り込みに関するご
注意」の欄に〈マイページのご案内〉がありますのでご覧ください。もしこの用紙を紛失なさった
場合には、日本コミュニケーション学会事務局（以下「学会事務局」とする）までお問い合わせく
ださい。 

      問い合わせ先：              日本コミュニケーション学会事務局 

                                      jcom-post[＠を入れる]bunken.co.jp 

  

2.   住所等変更届のお願い 

住所や所属が変更になった場合には次のいずれかの方法で手続きをしてください。 

（1）日本コミュニケーション学会HPにある「マイページ」にアクセスし「会員情報の変更」を
選択して必要事項を更新してください。メールアドレスの更新も「会員情報の変更」内で行
うことができます。 

（2）学会事務局までメール、郵送、ファックスのいずれかでご連絡ください。 

 
  

このニュースレターの目的の一つは、学会の活動を会員の方々に伝える、というものであると考え
られます。と同時に、学会の活動を会員以外の人達にも伝えていく、という目的もあります。そう考
えた時に、後者の目的を果たす一端を担ってほしいという想いで「私にとってのコミュニケーション
学とは」という企画を立ち上げました。おかげさまで、これまでコミュニケーション学関連のご専門
の先生方に素晴らしい記事を書いていただくことができました。それにより、これまで以上に「この
ニュースレターを読んでみてください！」とコミュニケーション学に馴染みのなかった人達にも伝え
ることができるようになりました。心より御礼申し上げます。しかし一方で、「もっとこの学会や学
問のことを周知することができるのではないか」と考えています。このような「学問と社会の接点」
は、やはり学会が中心となって創出できるものであると考えており、こと「コミュニケーション学
会」において、その役割はもっと果たせるのではないかと思います。社会に広く、どんな立場の人達
にも、なるべく平等に專門知のアクセスを広げることはできないか、１学会員として考えていきたい
と思います（今回は硬めの内容にしてみました笑）。 

広報局 ニュースレター担当 今井達也 

編集後記 


